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介紹

を
記
し
た
九
条
政
基
は
守
護
の
所
領
侵
略
に
堪
え

か
ね
、
自
ら
家
領
の
和
泉
国
日
根
野
荘
に
赴
き
、

当
地
の
人
々
と
関
係
を
結
び
な
が
ら
直
接
支
配
を

行
っ
た
（
廣
田
浩
治
）
。
山
科
言
継
の
『
署
継
卿

記
』
に
は
周
囲
の
庶
民
生
活
に
振
り
圓
さ
れ
る
雪
口

継
の
姿
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
親
近
感
の
あ

る
公
家
像
が
提
示
さ
れ
る
（
清
水
克
行
）
。
室
町

期
以
降
、
武
家
も
日
記
を
記
す
様
子
が
散
見
さ
れ

る
が
、
豊
臣
秀
次
家
臣
の
駒
井
重
勝
の
『
駒
井
日

記
』
は
、
豊
臣
政
権
内
の
秀
次
の
位
置
付
け
を
考

え
る
格
好
の
素
材
で
あ
る
（
播
磨
良
紀
）
。
こ
れ

ま
で
に
見
ら
れ
な
い
階
層
の
人
々
が
多
く
臼
記
に

登
場
す
る
点
が
、
当
該
期
の
特
徴
と
し
て
提
示
さ

れ
て
い
る
。

　
本
論
の
紹
介
は
以
上
と
す
る
が
、
こ
の
ほ
か
コ

ラ
ム
な
ど
紙
幅
の
都
合
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
部

分
に
も
、
当
然
な
が
ら
研
究
上
重
要
な
情
報
が
多

数
含
ま
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
各
章
か
ら
は
各
古
記
録
の
多
様
な
記
述

内
容
に
加
え
、
各
国
筆
者
の
問
題
意
識
・
記
述
ス

タ
イ
ル
の
多
様
さ
が
看
取
さ
れ
る
点
は
重
要
で
あ

る
。
記
述
に
あ
た
っ
て
は
各
執
筆
者
の
裁
量
に
任

さ
れ
た
点
が
多
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
あ

る
テ
ク
ス
ト
が
存
在
し
、
そ
こ
に
如
何
様
な
解
釈

が
加
え
ら
れ
う
る
の
か
、
そ
の
醍
醐
味
を
伝
え
る

こ
と
に
関
し
て
本
書
は
大
い
に
成
功
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　
ハ
A
5
判
、
三
五
二
頁
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
轡
房

　
　
　
　
二
〇
一
一
年
　
一
月
、
税
別
三
二
〇
〇
円
）

　
　
（
松
井
寵
人
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）

『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
論
説
　
1
段
組
5
4
字
x
1
9
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
継
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

　
研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
書
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

　
紹
介
3
段
組
、
＝
｝
○
○
字
程
度

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

135 （591）



　
英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、
（
1
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

　
　
部
も
し
く
は
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び

　
（
2
）
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー

　
タ
に
関
す
る
詳
細
は
下
記
「
補
足
」
の
く
電
子

　
デ
ー
タ
作
成
要
領
〉
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を

　
準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

　
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
、
下
記
門
補
足
」
の
く
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
　
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
刷
技
術
上
、

　
図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

　
判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

　
そ
の
経
費
の
一
部
、
数
千
円
～
数
万
円
を
負
担

　
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下

　
さ
い
。

送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
六
－
会
2
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
作
成
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、

C

D
－
R
、
C
D
－
R
W
、
U
S
B
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ワ
ー
ド
、
㎝
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

G。

n
O
α
覧
以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

　
（
毎
餌
ω
茸
讐
。
肘
や
℃
げ
0
8
ω
げ
o
b
な
ど
）
や
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る

こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
m
㎜
×
㎜
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。

・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

　
ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

　
こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

　
め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
義
士
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

　
の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

　
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

　
書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

　
タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

　
け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

　
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

　
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

　
に
ア
ー
ト
紙
で
印
毒
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

　
す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
　
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

　
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

　
ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

〈
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
〉
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・
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の
サ
ー
バ
ー
に
、
機
関

　
レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公
表
す
る
場
合
は
、

　
以
下
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の

　
条
件
を
満
た
す
限
り
に
お
い
て
、
本
会
へ
の
承

　
諾
伺
い
は
不
要
と
す
る
。

　
イ
）
　
『
史
林
蜘
の
版
面
を
そ
の
ま
ま
P
D
F
フ

　
　
ァ
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
場
合
は
、
掲

　
　
日
誌
刊
行
後
、
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

　
ロ
）
　
論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
ハ
）
　
営
利
目
的
で
な
い
こ
と
。

問
合
せ
先
　
史
学
研
究
会
事
務
局

GQ

R
沁
⑨
9
巳
q
o
什
。
幽
き
営

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
改
定
）

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
～
一
年
＝
一
月
三
日
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
二
年
三
月
一
二
日
）

中
山
大
学
学
報
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報
編

　
集
部
）
五
一
－
一

中
山
大
学
学
報
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報
編

　
集
部
）
五
一
－
二

中
山
大
学
学
報
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報
編

　
集
部
）
五
一
－
三

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
七
一
二

ぬ
V
醐
A
叩
舶
用
山
人
礁
子
　
（
山
》
榊
A
叩
館
由
人
学
△
調
）
　
一
一
　
一
一

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
二
三

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
六
八

史
遊
と
美
術
（
史
　
美
術
同
苗
会
）
八
一
九

〇
雪
国
○
窯
O
Q
。
ク
ロ
ノ
ス
（
京
都
橘
女
子
大
学
女

　
性
歴
史
文
化
研
究
所
）
三
三

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
四

　
～考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
一
－
四

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）
四

　
五
一
｝
・
二

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
六
八

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
三
－
五

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
〇
1
一
一

霞
ω
8
ユ
p
竃
。
箆
＄
轟
（
田
O
o
一
£
一
〇
U
①

　
ζ
Φ
鉱
8
）
二
四
三

人
文
學
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
｝
。
。
。
。

史
學
（
三
田
史
学
会
）
八
○
一
四

韓
国
民
族
文
化
（
釜
山
甲
羅
校
韓
国
民
族
文
化
研

　
究
所
）
四
一

龍
谷
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
一
三
四

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
△
箕
）
　
＝
エ
バ
ー
二
⊥
二
A
口
併
巨
万

海
事
史
研
究
（
臼
本
海
事
史
学
会
）
六
八

日
本
史
研
究
（
臼
本
史
研
究
会
）
五
九
二

神
道
史
研
究
（
神
道
史
学
会
）
五
九
－
二

大
美
和
（
大
神
神
社
社
務
所
）
＝
一
二

〉
三
6
国
国
○
℃
○
い
O
O
H
O
》
い
Q
。
O
晶
出
○
国
（
↓
冨

　
○
墜
。
一
巴
　
　
｝
o
¢
讐
巴
　
　
o
h
　
　
6
鵠
国

　
〉
客
↓
鑓
国
○
℃
○
い
○
Ω
H
O
＞
ピ
ω
O
O
H
国
↓
団
　
○
閃

　
乞
賠
℃
O
窯
）
　
一
一
九
－
三

〉
宕
↓
国
開
○
℃
○
い
○
O
H
O
》
い
ω
O
日
笥
O
国
（
6
冨

　
○
黙
9
巴
　
　
一
〇
篇
彗
9
。
一
　
　
〇
h
　
　
↓
誠
図

　
》
窯
↓
誠
幻
○
℃
○
い
○
O
H
O
＞
ピ
　
ω
○
O
H
じ
弓
↓
楓
　
○
男

　
茗
H
℃
℃
○
乞
）
　
　
～
九
一
四

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
（
九
州
国
際
大
学
教
養

　
学
会
）
　
～
八
一
一

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
（
九
州
国
際
大
学
教
養

　
学
会
）
一
八
－
二

東
方
學
回
報
（
東
方
学
会
）
一
〇
一

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
　
山
岨
＝
一
－
一
二

史
遊
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
八
二
〇

古
代
文
化
（
古
代
學
毒
針
）
六
三
－
三

韓
國
史
研
究
彙
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
一

　
五
四
・
～
五
五

日
本
学
刊
旨
〉
℃
〉
累
じ
弓
ω
国
ω
↓
¢
O
濤
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
豪
雨
学
会
）
二
〇
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一
・
六

政
治
経
済
史
学
（
日
本
政
治
経
済
史
学
研
究
所
）

　
亜
三
一
五
四
二

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
六
四

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
三
八

経
済
科
学
（
名
古
典
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
五
九
一
三

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
～
二
四
一

　
一
一
・
一
二

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
〇
1
一
二

地
域
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座
報
告
書
（
広
島
大
学

　
大
学
院
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
講
座
）
二
〇

　
一
〇

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
四
－
一

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
四
〇
五

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
四
五

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
九
三

日
差
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
六
五

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
五
～

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
申
央
研
究

　
院
歴
史
語
言
研
究
所
）
ハ
ニ
ー
四

史
迩
と
美
術
（
史
　
美
術
同
論
会
）
八
～
工

法
學
志
林
（
法
政
大
学
法
書
志
林
協
会
）
一
〇
九

　
1
一

法
學
志
念
（
法
政
大
学
法
學
士
林
協
会
）
一
〇
九

　
－
二

東
方
學
（
東
方
學
愈
）
｝
二
三

乙
女
大
史
学
（
神
戸
女
子
大
学
史
学
会
）
二
八

史
學
雑
誌
（
説
文
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
一
一
一

九
州
国
際
大
学
経
営
経
済
論
集
（
九
州
国
際
大
学

　
経
済
学
会
）
　
一
八
一
一

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
五
〇

　
1
　
二

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
七
一
三

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
四
七
一
三

國
史
學
（
国
史
学
会
）
二
〇
五

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
六
三
一
～

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
科
学
論
集

　
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）
七
三

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
紀
要
人
文
科
学
論
集

　
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）
七
四

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
七
〇
1
三

中
山
大
学
学
報
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報
編

　
集
部
）
五
一
－
四

中
山
大
学
学
報
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報
編

　
集
部
）
五
一
－
五

中
山
大
学
学
報
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報
編

　
穂
米
歌
曲
）
　
五
一
1
⊥
ハ

信
濃
（
信
濃
史
学
ム
耳
）
　
山
ハ
四
－
一
一

九
州
国
際
大
学
法
学
論
集
（
九
州
国
際
大
学
法
学

　
会
）
　
｝
八
一
一
二
～
合
併
号

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
九
四

國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
～
六
七

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
六
九

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
七
一

史
遊
（
京
都
教
育
大
学
歴
史
・
地
理
学
研
究
会
）

　
一
六

奈
良
史
学
（
奈
良
大
学
史
学
会
）
二
九

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
三
－
六

器
立
壷
湾
大
學
考
古
人
類
學
刊
（
國
酒
盗
湾
大
學

　
大
学
院
人
類
學
系
）
七
三

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
＝
五

京
都
橘
大
学
研
究
紀
要
（
京
都
橘
大
学
）
三
八

日
本
歴
史
（
豊
本
歴
史
学
会
）
七
六
六

長
野
県
立
歴
史
館
た
よ
り
（
長
野
県
立
歴
史
館
）

　
七
Q

札
幌
大
学
総
合
論
叢
（
札
幌
大
学
）
三
二

寧
楽
史
苑
（
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
）
五
七

138　（594）



経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
八
三
一
四

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
八
四
一
一

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
八
四
一
二

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
八
四
i
三

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
八
四
一
四

調
査
と
研
究
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
三
七

東
洋
學
文
献
類
自
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
附
属
漢
学
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
〇
九
年

　
度
國
家
學
會
三
門
（
国
家
学
会
事
務
所
）
＝
…
五
－

　
一
・
二

史
遊
と
美
術
（
史
　
美
術
同
工
会
）
八
二
二

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
学
会
）
五
ニ
ー
　
～
四
合
併
催

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
年
報
（
国
立
歴
史
民
俗
博

　
物
館
）
七

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
一
一
二

斯
道
文
庫
払
酷
薄
（
斯
道
文
庫
）
　
四
エ
ハ

成
大
歴
史
学
報
（
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
）
四

　
「
　
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
A
瓜
）
　
一
一
工
バ
ー
四

日
本
学
研
究
（
金
沢
工
業
大
学
日
本
学
研
究
所
）

　
一
四

お
詫
び
と
訂
正

訂
正
が
二
点
ご
ざ
い
ま
す
。

　
九
五
巻
第
一
号
掲
載
の
樋
口
史
記
氏
の
論
説

の
、
五
頁
本
文
一
行
目
に
て
、
「
中
国
古
代
都

市
に
関
し
て
、
瀬
世
蹴
威
厳
隻
多
く
の
人
が
ま

ず
想
起
す
る
の
は
…
…
」
と
あ
り
ま
す
の
は
、

「
中
国
古
代
都
市
に
関
し
て
、
多
く
の
人
が
ま

ず
想
起
す
る
の
は
…
…
」
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
前
号
の
第
九
五
巻
第
二
号
の
表
紙
に

て
、
西
山
喬
貴
氏
の
論
説
の
副
題
が
「
1
9
世
紀

中
期
イ
ギ
リ
ス
対
中
通
商
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
、
「
1
9
世

紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
対
中
通
商
シ
ス
テ
ム
の
構

築
臨
で
す
。

　
お
二
方
の
著
者
な
ら
び
に
読
者
の
方
々
に
は

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
右

記
の
よ
う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　
本
誌
の
第
三
・
四
巻
に
、
東
ア
ジ
ア
で
確
認
さ

れ
た
古
代
銅
器
の
成
分
分
析
に
関
す
る
論
考
が
あ

り
ま
す
。
日
本
の
文
明
化
を
考
察
す
る
上
で
、
極

め
て
重
要
な
実
証
的
作
業
で
し
た
。
九
〇
余
年
の

後
に
、
同
様
に
中
国
の
古
銅
器
の
成
分
分
析
を
基

調
と
し
た
論
考
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

分
析
結
果
の
学
問
的
意
義
は
、
九
〇
年
前
と
同
様

に
非
常
に
大
き
な
も
の
で
す
が
、
作
業
を
担
っ
た

の
は
、
今
度
は
文
系
学
者
で
す
。
学
際
的
研
究
の

進
展
を
、
研
究
行
為
の
実
践
と
い
う
側
面
で
も
意

識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
冨
井
眞
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
簿
8
”
＼
＼
≦
≦
≦
．
ω
三
〇
q
終
艮
Φ
鼻
旨
冨
ご
O
＼
ぎ
留
蓼
簿
巨

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

＝。。

ﾟ
監
嬰
酌
量
定
価
一
、
一
δ
○
円

　
史
　
　
林
　
　
第
九
五
巻
第
三
号
（
通
巻
第
四
九
三
号
）

　
　
　
東
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
コ
ぽ
　
　
き

　
　
　
　
　
匿
A
焉
（
〇
七
五
）
七
五
三
『
二
七
八
七

発
行
人

印
刷
所

痔驚
印．t，　○学

三三夫δ
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式翁　鋭
ム藁　　一
za田　　五
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